
森
林
労
連
四
国
地
連
第

26

回
定
期
大
会
で
は
、
宮
口
執
行

委
員
長
よ
り
、
政
治
情
勢
、
林

業
を
取
り
巻
く
状
況
と
課
題
等

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
「
大
会
終

了
後
、
事
業
体
協
議
会
を
開
催

し
、
森
林
管
理
局
交
渉
を
実
施

す
る
。
事
業
体
協
議
会
の
取
り

組
み
が
四
国
の
運
動
の
原
動
力

で
あ
り
、
事
業
体
が
抱
え
て
い

る
地
域
・
現
場
段
階
で
の
課
題

が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
林
業
の

改
善
は
な
い
こ
と
か
ら
、
課
題

の
前
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
に
向
け
、
大
会
で
の
意
思

統
一
を
図
り
た
い
」
等
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
連
合
高
知
・
池

澤
研
吉
会
長
、
立
憲
民
主
党
高

知
県
連
合
・
武
内
則
男
代
表
、

社
会
民
主
党
高
知
県
連
合
会
・

久
保
耕
次
郎
代
表
、
参
議
院
議

員
「
広
田
は
じ
め
」
氏
の
野
村

公
紀
秘
書
が
駆
け
つ
け
、
連
帯

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

大
会
に
提
案
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
、

森
林
労
連
が
掲
げ
る
要
求
の
前

進
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
、
未
組
織
林
業
労
働
者

の
組
織
化
に
向
け
て
は
、
森
林

労
連
と
し
て
の
取
り
組
み
の
成

果
等
を
、
林
業
現
場
で
働
く
仲

間
に
広
く
訴
え
て
い
く
こ
と
や
、

林
業
事
業
体
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
組
織
化
対
策
を
進
め
る

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

林
野
労
組
と
し
て
も
現
場
で

働
く
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善

等
が
国
有
林
野
事
業
の
推
進
に

も
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
、

組
織
内
で
の
議
論
を
深
め
、
森

林
労
連
四
国
地
連
と
連
携
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

森

林

労

連

四

国

地

連

は

、

10
月
４
日
の
大
会
終
了
後
、

第

11
回
事
業
体
協
議
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
四
国
森
林

管
理
局
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
体
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

林
業
事
業
体
の
育
成
、
林
業
労

働
力
の
確
保
に
向
け
た
施
策
の

推
進
、
林
業
労
働
者
の
労
働
安

全
及
び
処
遇
改
善
、
職
業
病
対

策
、
未
組
織
林
業
労
働
者
の
組

織
化
等
の
取
り
組
み
を
進
め
る

た
め
、
全
山
労
に
加
盟
し
て
い

る
事
業
体
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、

現
在
、
請
負
事
業
体
７
社
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
体

15
社
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。

事
業
体
協
議
会
で
は
、
森
林

労
連
本
部
、
林
野
労
組
で
取
り

組
ん
で
来
た
労
務
単
価
の
改
善

や
、
ト
ラ
ッ
ク
運
賃
の
改
善
に

つ
い
て
経
過
報
告
を
行
う
と
と

も
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

事
業
体
協
議
会
後
の
四
国
森

林
管
理
局
交
渉
で
は
、
資
源
の

循
環
利
用
に
向
け
た
主
伐
後
の

確
実
な
再
造
林
と
保
育
の
実
施
、

林
業
事
業
体
の
育
成
及
び
林
業

労
働
力
の
確
保
の
課
題
を
中
心

に
、
国
有
林
の
請
負
事
業
に
お

け
る
現
場
実
態
を
訴
え
、
当
局

見
解
を
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
、
「
再
造
林
の
推
進

及
び
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
森

林
整
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

林
業
労
働
力
の
確
保
、
コ
ス
ト

低
減
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

再
造
林
が
進
む
よ
う
技
術
的
な

側
面
か
ら
事
業
体
を
支
援
し
て

い
く
。
な
お
、
造
林
事
業
の
発

注
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
の
状

況
を
反
映
し
た
発
注
に
取
り
組

む
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
労
働
力
の
確
保

に
向
け
た
四
国
地
連
の
要
求
に

対
し
て
は
、
「
林
業
へ
の
就
業

者
の
定
着
率
を
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
事
業
地
の
奥
地
化
の
中
で
、

通
勤
に
係
る
費
用
負
担
の
問
題

な
ど
、
実
態
を
踏
ま
え
た
事
業

費
と
な
る
よ
う
林
野
庁
へ
意
見

反
映
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

木
材
輸
送
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

事
業
体
か
ら
出
さ
れ
た
林
道
維

持
修
繕
に
係
る
要
求
に
対
し
て

は
、
「
厳
し
い
予
算
状
況
で
は

あ
る
が
事
業
実
施
し
て
い
る
路

線
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
整
備

を
図
っ
て
い
く
。
」
と
の
回
答

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
局
当
局
か
ら
は
、
林

野
庁
で
検
討
が
必
要
な
も
の
は
、

四
国
局
の
実
態
も
含
め
て
上
申

す
る
と
と
も
に
、
四
国
局
で
検

討
で
き
る
課
題
は
検
討
す
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
、
今
後
も
定

期
的
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
、
交
渉
を
終
了
し
ま

し
た
。

林
野
労
組
と
し
て
も
今
回
の

要
求
内
容
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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「
今
年
の
漢
字
」
が
今
年
も

清
水
寺
で
発
表
さ
れ
『
金
』
の

一
文
字
が
選
ば
れ
た
。
「
今
年

の
漢
字
」
と
い
う
の
は
漢
字
の

素
晴
ら
し
さ
や
、
奥
深
い
意
義

を
伝
え
る
た
め
に
１
９
９
５
年

か
ら
始
ま
り
、
応
募
の
中
か
ら

１
位
と
な
っ
た
も
の
が
、
毎
年

12
月

12
日
頃
に
発
表
さ
れ
る
。

な
ぜ
こ
の
日
か
と
い
う
と
、

12

（

い
い

じ
）

12
（

い
ち

じ
）

の

語

呂

合

わ

せ

か

ら

、

毎

年

「

い

い

字

」

を

少

な

く

と

も

「
一
字
」
は
覚
え
て
ほ
し
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
▼
さ
て
話
は
戻
る
が
、
今
年

の
漢
字
『
金
』
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
人

選
手
の
活
躍
に
よ
る
光
を
表
す

金
（
き
ん
）
と
、
政
治
の
裏
金

問
題
な
ど
影
を
表
す
金
（
か
ね
）

を
表
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
２

位
の
漢
字
は
、
元
日
の
能
登
半

島
地
震
や
、
翌
日
の
航
空
機
事

故
を
表
し
て
「
災
」
と
な
り
、

４
位
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
「
震
」
と
な
っ
た
。
３
位
に

は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
多
く
の
記
録
を
打

ち
立
て
多
く
の
国
民
が
勇
気
や

感
動
を
与
え
ら
れ
た
と
し
て
、

大
谷
昇
平
の
「
翔
」
と
な
っ
た

▼
時
は
少
し
遡
り
、

22
年
の
漢

字
は
何
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
「
戦
」
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
略

を
始
め
３
年
が
経
と
う
と
し
て

い
る
▼
世
界
情
勢
は
極
め
て
め

ま
ぐ
る
し
く
、
何
時
何
が
起
き

て
も
お
か
し
く
は
無
い
。
そ
ん

な
日
本
で
そ
の
年
を
表
す
漢
字
。

来
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
り
、

良
い
意
味
で
揮
毫
（
き
ご
う
）

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
（
の
り
）

◇
職
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
（
重
大
災
害

に
準
ず
る
災
害
（
九
州
局
）
）
（

11
／

27
）

◇
冬
山
作
業
に
お
け
る
職
員
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
（
安
全
の
呼
び
か
け
）
（

11
／

27
）

◇
２
０
２
４
年

12
月
期
の
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
に
つ
い
て
（
職
員
周
知
）
（

11
／

28
）

◇
乗
用
自
動
車
の
中
央
調
達
の
不
落
・
不
調

へ
の
対
応
に
つ
い
て
（

12
／
４
）

◇
請
負
事
業
体
等
の
重
大
災
害
の
発
生
に
つ

い
て
（
関
東
局
・
九
州
局
）
（

12
／
５
）

10
月
４
日
、
森
林
労
連
四
国
地
連
第

26
回
定
期
大
会
が
高
知
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
議
長
に
は
、
林
野
労
組
安
芸
分
会
の
芹
口
代
議
員
を

選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
、
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
、
林
業
労
働
者
の
確
保
に
向
け
た
林
業
事
業
体
の
育
成
、
未
組
織
林
業
労
働

者
の
組
織
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
向
こ
う
一
年
間
の
取
り
組
み
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
大
会
議
長
を
つ
と
め
た
芹
口

代
議
員
（
林
野
労
組
）

▲第26回森林労連四国地連定期大会

▼事業体協議会による四国森林管理局交渉

▼
四
国
森
林
管
理
局
交
渉
で
発

言
す
る
白
川
さ
ん
（
全
山
労
）

▼
四
国
森
林
管
理
局
交
渉
で
発

言
す
る
喜
多
さ
ん
（
全
山
労
）

▼
四
国
森
林
管
理
局
交
渉
で
発

言
す
る
赤
松
さ
ん
（
全
山
労
）

▼
四
国
森
林
管
理
局
交
渉
で
発

言
す
る
立
山
さ
ん
（
全
山
労
）



２
０
２
４
人
事
院
勧
告
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
勧
告
ど

お
り
給
与
改
正
を
行
う
よ
う
、

本
部
段
階
で
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
第
２
１
６
臨

時
国
会
へ
給
与
法
等
改
正
法
案

が
提
出
さ
れ
、

12
月

17
日
の

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。

本
部
段
階
に
お
い
て
は
、
改

正
給
与
法
の
成
立
・
公
布
を
見

据
え
、
差
額
支
給
の
対
応
を
は

じ
め
、
改
正
内
容
の
職
員
周
知

に
係
る
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
適

切
に
職
員
周
知
を
行
う
こ
と
で

整
理
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
給
与
法
に
つ
い

て
は
、
①
月
例
給
の
引
き
上
げ

（
す
べ
て
の
級
、
俸
給
表
の
引

き
上
げ
改
定
）
、
再
任
用
職
員

の
基
準
俸
給
月
額
の
引
き
上
げ
、

②
一
時
金
の
引
き
上
げ
（
一
般

職
員

+
０
・

10
月
、
再
任
用

職
員

+
０
・

05
月
）
等
と
な
っ

て
お
り
、
月
例
給
等
の
引
き
上

げ
改
定
は
、
２
０
２
４
年
４
月

か
ら
の
改
定
と
な
り
、
引
き
上

げ
改
定
に
係
る
差
額
支
給
に
つ

い
て
は
、

12
月

27
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
改
定
と
し

て
、
①
扶
養
手
当
：
配
偶
者
に

係
る
手
当
の
廃
止
、
子
に
係
る

手
当
の
増
額
、
②
地
域
手
当
：

支
給
地
域
・
級
地
区
分
（
支
給

割
合
）
の
見
直
し
、
異
動
保
障

の
延
長
、
③
通
勤
手
当
：
上
限

金
額
の
引
き
上
げ
、
新
幹
線
通

勤
等
の
適
用
拡
大
、
（
新
規
採

用
時
や
育
児
・
介
護
等
の
事
情

に
よ
り
転
居
し
た
場
合
に
も
支

給
が
可
能
）
④
単
身
赴
任
手
当
：

新
規
採
用
時
か
ら
の
支
給
が
可

能
、
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
官
民
格
差
等
に
基
づ

く
本
年
度
の
給
与
水
準
改
定
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
非

常
勤
職
員
の
賃
金
等
を
早
急
に

改
善
す
る
よ
う
本
部
交
渉
が
進

め
ら
れ
、
非
常
勤
職
員
の
賃
金

単
価
に
つ
い
て
も
２
０
２
４
年

４
月
に
遡
っ
て
改
正
さ
れ
、
差

額
支
給
と
す
る
こ
と
で
整
理
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
給
与
法
の
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
地

本
と
し
て
は
、
詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
当
局
交
渉
を
進
め
、
引

き
続
き
、
機
関
誌
等
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

11
月

10
日
、
地
本
は
、
分

会
委
員
長
・
書
記
長
会
議
を
開

催
し
、
２
０
２
４
秋
年
段
階
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
予
算
概
算
要

求
、
組
織
・
定
員
要
求
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本

部
段
階
で
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
本
・

分
会
段
階
で

12
月
末
の
概
算

決
定
及
び
２
２
０
２
５
年
度
事

業
予
定
に
向
け
た
労
使
交
渉
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産

業
政
策
の
推
進
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
本
部
段
階

で
森
林
労
連
と
連
携
を
図
り
、

関
係
団
体
等
へ
の
要
請
行
動
を

は
じ
め
、
林
野
庁
交
渉
等
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
四
国
４
県
で
の
意
見

書
決
議
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
。

組
織
態
勢
の
確
立
、
組
織
強

化
に
向
け
て
は
、
分
会
執
行
委

員
会
の
定
例
化
を
は
じ
め
、
組

合
員
へ
の
情
報
伝
達
、
班
会
や

職
場
集
会
を
通
じ
た
組
合
員
と

の
対
話
な
ど
の
取
り
組
み
、
２

０
２
５
年
度
新
規
採
用
者
の
全

員
組
織
化
に
向
け
た
意
思
統
一

を
図
り
ま
し
た
。

森
林
労
連
共
済
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
１
月
の
契
約
更
改

の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
取

り
組
み
を
検
討
し
、
引
き
続
き
、

組
合
員
の
相
互
扶
助
（
組
合
員

ど
お
し
の
助
け
合
い
）
と
し
て

の
加
入
促
進
の
取
り
組
み
を
追

求
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
近
年
、
自
然
災
害
が

多
発
傾
向
に
あ
る
中
、
災
害
の

程
度
も
大
規
模
化
し
て
い
る
こ

と
や
共
済
金
の
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
支
払

が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
罹

災
し
た
際
の
生
活
再
建
の
た
め

に
も
「
自
然
災
害
共
済
」
の
付

帯
を
含
め
た
住
ま
い
る
共
済
へ

の
加
入
、
「
無
保
障
者
を
な
く

す
」
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
推
進
に
向
け
て
は
、
地
本
・
分
会
が
連
携
し
、
四
国
４
県
の
林
活
議
連

へ
の
要
請
行
動
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
つ
い
て
は
、
「
森
林
経
営
管
理
法
」
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
体
制
強
化
に
向
け
、
国
の
責
任
と
し
て

市
町
村
林
務
職
員
の
育
成
・
確
保
を
図
る
仕
組
み
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
「
山
村
振
興
法
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
３
月
に
法
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
山
村
地
域
で
の
雇
用
の
創
出
や
地
域
林
業
の
確

立
に
向
け
た
事
業
体
等
へ
の
支
援
措
置
の
拡
充
等
に
向
け
、
法
の
効
力
を
延
長
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

四
国
４
県
で
の
意
見
書
採
択
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①

11
月

13
日
に
高
知
県
議
会
、
②

11
月

26
日
に
香
川
県
議
会
、
③

11
月

29
日
に
徳
島
県
議
会
、

④

12
月

13
日
に
愛
媛
県
議
会
へ
、
地
本
と
該
当
分
会
と
で
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
意
見
書
の
内
容
は
、

本
部
か
ら
の
指
示
を
踏
ま
え
、
林
野
関
連
予
算
の
拡
充
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
、
林
業
労
働

力
の
確
保
等
の
課
題
を
盛
り
込
み
要
請
を
行
い
、
徳
島
・
香
川
・
高
知
に
つ
い
て
は
、

12
月
議
会
で
の
意
見
書
が

決
議
さ
れ
て
お
り
、
地
本
か
ら
の
内
容
は
概
ね
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
要
請
の
際
に
は
、
森
林
整
備
事
業
、
木
材
搬
出
に
関
わ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
体
の
確
保
な
ど
、
山
元

で
の
素
材
生
産
か
ら
木
材
の
搬
出
、
販
売
ま
で
ト
ー
タ
ル
的
な
体
制
整
備
に
向
け
た
行
政
と
し
て
の
支
援
策
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
う
し
た
課
題
の
前
進
に
向
け
て
各
県
行
政
へ
の
意
見
反
映
を
行
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
、
引
き
続
き
、
各
県
林
活
議
連
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

香
川
分
会
か
ら
、
浅
野
書
記
長

が
参
加

愛
媛
分
会
か
ら
、
藤
川
執
行
委

員
長
、
中
村
副
執
行
委
員
長
、

水
田
書
記
長
が
参
加

徳
島
分
会
か
ら
、
川
渕
執
行
委

員
長
、
山
﨑
執
行
委
員
が
参
加

【
林
写
協
四
国

森

昭
人
（
局
分
会
）
】

写
真
は
、
朝
日
に
染
ま
る
石

鎚
山
系
の
一
枚
。

石
鎚
山
脈
に
属
す
る
笹
ヶ
峰

（
標
高
１
８
５
９
ｍ
）
、
そ
の

東

側

（

奥

）

に

は

、

ち

ち

山

（
標
高
１
８
５
５
ｍ
）
が
聳
え

立
つ
。

春
闘
期
の
本
部
一
斉
オ

ル
グ
が
、
２
０
２
５
年
１

月

27
日
か
ら
２
月

14
日

ま
で
の
間
で
実
施
さ
れ
ま

す
。四

国
地
本
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
分
会
執
行
部
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

林
野
四
国
新
年
号
は
、

年
明
け
の
発
刊
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。


